
円
文
献
紹
介
〕

山
口
恵
一
郎
著

地
名
を
考
え
る

地
名
の
研
究
は
、

占
く
て
新
し
い
も
の
の
よ
う
で
あ
る
c

一
柳
川
同
出
力
の
一
地
名

の
話
な
ど
、

従
来
多
〈
の
先
尚
子
が
、
多
く
の
成
果

Jt
も
の
に
し
て
き
て
い
?
て

に
も
か
か
わ
ら
ず
、

見
方
公
か
え
る
と
と
で

ま
だ
ま
だ
多
く
の
問
題
を
内
蔵

し
て
い
る
こ
と
を
こ
の
一
本
は
一
不
[
て
い
?
心
。
著
者
は
先
に
一
地
守
口
の
成
立
ち
し
、

一l
地
図
ー
と
地
名
-
、

「
地
名
を
歩
く
」

在
ど
の
諸
作
企
も
の
に
し

-
J
:
;
i
 

外
一
七
日
札
民

す
る
分
野
を
平
日
勾
忙
た
衆
の
前
に
一
ボ
し

も
と
も
と
学
際
的
分
野
の
も
の
で
あ

つ
ん
」
も
乃
を

j

d

l

、

再
認
殺
さ
せ
た
。

著
者
の

一

I
J
〉
F

一一

トし

!
L
V

いい一

ん
と
?
?
の
1
ζ

こ
ろ
は

の
中
に
あ
る
が

L

ヘ
号
、
を

弓て

す

と

こ
じう

本
で
は

従
来
の
地
名
に
関
す
る
考
え
方
に
別
り
な
が
ム
、

者
の
な
か
れ
て
い
る
立
場

Ell 
fフ

1也
理

と
し
て
の
立
場
で
み
て
い
こ
う
L

し
て
い
る
こ
と
。
と
同
時
に
地
名
を
名
付
け
た
の
は
人
間
で
あ
り
、

入、
H
利
引
山
出

/
H
7
3
7
 

名
を
使
用
し
て
い
〈
う
ち
に
、

地
名
も
移
動
し
、

変
一
斉
・
変
化
し
成
長
す
る
と

い
う
こ
と
を
い
ん
?
っ
と
し
て
い
る
。
地
名
語
義
学
か
ら
は
、

地
名
心
土
地
へ
の

固
定
慨
念
ヘ
本
来
そ
う
で
あ
っ
た
が
)
力、

地
名
の
変
化
・
変
宮
市
一
一
と
い
う
方

向
は
想
定
さ
れ
得
左
い
。

著
者
は
、

地
名
を
地
名
の
な
か
れ
て
い
る
へ
そ
の
土
地
の
)
環
境

(
そ
の
地

域
)
ー
と
の
係
り
あ
い
で
み
て
い
く
、
地
名
の
も
つ
五
日
義
的
情
報
を
地
理
的
思
考

で
分
析
し
、
総
合
し
よ
う
と
い
う
ζ

と
で
あ
り
、

「
地
名
群
落
」

「
地
名

生
態
学
」
と
い
う
よ
う
な
見
方
で
処
理
し
て
み
せ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
と

の
「
地
名
エ
コ
ロ
ジ
ー
」
は
、

ま
だ
「
発
想
的
段
階
」
で
「
白
下
プ
ロ
ロ
ー
グ

を
奏
で
て
い
る
」
に
す
ぎ
左
い
と
い
っ
て
い
る
が
、

ま
さ

K
コ
ロ
ン
ブ
ス
の
卵

ヂ
、
，
L

'

し

〉

}

し

〉

》

l
t
J
/
l

一
し
ノ
ド
レ
ー
オ
/
、
下
山
}
つ
ナ
リ

川
崎
名
問
、
山
ん
の
一
一
円
分
貯
が
こ
と
に
間
か
れ
た
こ
と
に

一

〉

O

少
心
一
ペ

こ
の
よ
う
士
充
怨
が
全
ど
な
か
っ
犬
わ
け
で
は
な
い
が

寸
断

7

5

 

4
一一

μ

f
J
7
2
一

ド
J

い
刊
日
ナ
リ
ル
け
引
刊
し

で
し
か
な
か
っ
た
よ

q
yト
忠
わ
れ
つ
心
。

の
末
尾

し
め
に

「
地
珂
的
日
心
考
を
背
景
し
し
わ
ラ
ヴ
心
地
名
部
誌
と

エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
之
江
地
名
分

介
叩
の
状
態

そ
れ
に
地
中
い
の
現
代
的
問
題
十
一
三
本
の
住
ー
と
す
る
こ
と
に
し
た
」

ー
と
い
う
の
は

f

一
の
本
が
従
来
の
地
名
研
究
ふ
一

h

生
え
て
の

新
し
い
い
吉
一
万

で
会
か
れ
た
も
の
で
あ
ゐ
こ
と

を
た

U
N
H
K
ブ
y

ク
ス
の
持
つ
性
格
か
ら

格
好
の
入
門

2
4
L
あ
り

い
う
壬
で
も
な
い
c

で
i
J
J
の
づ
心
こ
1
Y

一ャい

l-) 

の

バ
内
容
に
よ
っ
て
円
一
一
体
化
ぎ
わ
み
し
序
一
地
名
へ
の
誘
い
」

-
九
、
活
」
三
¥
、
ノ

ιト
イ
ぃ
ド
叶
井
グ

多
子
、
の
知
町
JT-
手

き
7

わ
よ
ノ
¥

、z
一、

医ア川町
F

バ
〈
ま
と
め
/

入

時

込

〉

日つ

r

t

J
汁
J

、lk

L

一
J

て
い
る
。

-
一
地
呂
の
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
」
は
、
前
託
子
一
展
開
し
て
い
る
c

著

本
米
的
な

功
名
か
ら

〉」戸(一寸よ、

J
J
↑J

一

J

i

r

主
と
し
て
わ
/
地
名
学
へ
の
良
一
三

浅
字
の
地
名
へ
の
変
化

治
名
の
広
J
J
}
り
の
げ
い
い
伐
に
よ
る
研
究
の
一
ぃ
刀
法
論

中
一
か
ら
現
代
地
名
へ

特
に
南
蛮

の
地
名
ム
山
名
の
ル

l
ル
と
具
体
的

な
地
名
例
は

つ
わ
い
て
い
左
い
分
野
で
あ
ろ
う
し

持
別
問
い
の
あ
る
人

地
名
の
ブ
ィ
ロ
ソ
フ

f
i
今
一
地
で
行
ノ
¥
も
の
で
あ
る
。

H

名
分
布
と
地
名

山
山
川
友
汁
」
け
い
こ
の
本
心
回
一
取
4
v
t
F
ノ
九
ペ
ー
ジ
な
き
い
だ
し
こ
/
ご
っ
一

ぺ

l
ジ
)
で
、

本
誌
と
も
い
う
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
。
地
万
別
に
多
一
/
¥
の
呉
川
ぼ
的
全
地
名
を
群

し
て
と
ら
え

地
域
と
の
係
り
あ
い
、
結
び
つ
き
を
示
そ
う
と
し
て
い
る
。

m
「
地
名
の
諸
問
題
」
は
、

問
題
点
を
地
名
の
語
源
・
出
来
・
意
味
な
じ
J

一
け
い
閣

す
る
と
と
、

地
名
の
変
遷
に
関
す
る
と
と
、

地
名
の
呼
称
・
表
記

K
関
す
る
こ

と

の
三
点
陀
整
理
し

統
一
問
題
、
標
準
地
名
、

地
名
に
閣
す
る

地
名
観

用
語
等
に
つ
い
て
ふ
れ
、

住
居
表
示
の
問
題
を
例

K
、

結
論
部
分
と
し
て
、

名
観
の
確
立
と
い
う
事
柄
で
結
ん
で
い
る
c

」地
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ア手-
ふ、
ぷf

著
者
の
問
題
で
は
な
い
が

四
色
刷
地
形
図
の
茶
色
の
等

と
れ
は

一
局
線
や
青
の
水
部
が
と
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
の
は
、
惜
し
い

ζ

と
で
あ
る
。

地
形
図
を
は
じ
め
各
所
で
地
名
収
集
に
努
力
し
、

こ
の
力
作
を
得
た
c

新
し
い
動
き
を
期
待
し
た
い
。

著
者
は
こ
と
に
ふ
れ
て
、

(
B
6
判

二
二
六
ベ
!
シ

N
H
K
ブ
ッ
ク
ス
二
八
六

昭
和
五
二
年
五
月

日
発
行
、
六

円

(
清
水
清
夫
)

第
八
八
回
例
会
の
報
告

宅
八
八
回
例
会
は

去
る
一

O
月
一
一
一
一
日

日
本
大
学
文
理
学
部
に
む
い
て

は
本
大
学
地
理
学
会
し
し
共
催
で
開
催
さ
れ
、

左
記
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

な
や
例
会
終
了
後
、

旭
鮪
で
懇
親
会
が
開
か
れ
、
盛
会
裡

K
終
了
し
ま
し
た
。

小
川
紙
と
そ
の
取
引
商
人

菊

万

仕
悼
ふ
b
n仏

也

〔
要
旨
〕

高
一
環
よ
り
の
帰
化
人
に
よ
る
大
陸
文
化
の
伝
播
と
し
て
当
地
方
に
あ
る
紙
漉

技

術

は

そ

の

後

比
企
郡
平
村
慈
光
寺
の
写

紙
や

鎌
倉
五
山
の
需
要

ζ

応
じ

そ
れ
ら
の
文
化
を
さ
き
え
た
と
も
い
わ
れ
る
が
、

延
喜
式
に
あ
る
武

蔵
紙
は
、

江
-
戸
と
い
う
大
消
費
地
を
ハ
ン
ク

K
、

後

近
世
期
に
重
要
視
さ
れ
、

維
新
後

社
会
体
制
の
変
革
レ
一
多
禄
化

l
た
丈
化
に
と
も
左
っ
て
明
治
末
期
に

ピ

i
ク
民
法
一
し

西
洋
抄
紙
に
L
さ
れ
て
衰
送

L
現
在
に
い
六
っ
て
い
る
。

小
川
に
な
け
る
近
世
以
来
の
一
紙
問
屋
伏
、

小
川
紙
を
商
品
と
し
て
流
通
機
構

に
の
せ
維
持
し
続
け
て
現
在
に
主
っ
て
い
る
が

手口

造
業
者
の
激
減
し
た

現
在
で
も
紙
の
専
門
問
屋
と
し
て
営
業
継
続
し
て
い
る
点
に
迂
日
し
、
小
川
紙

立
地
に
な
け
る
商
人
ゃ
、
現
在
の
問
屋
存
統
の
意
義
の
追
究
を
試
み
た
o

歴
史
的
に
は

古
来
か
ら
商
品
と
し
て
の

を
も
っ
て
い
た
が

文
書
に

明
示
を
み
る
の
は
近
世
で
あ
る
。
江
戸
持
代

各
藩
の
保

J
d
Hい
ん
~

h
引
川
市
内
川
日

護
奨
励
の
も
と
で
一
夜
物
」
と

L
て
率
一
冗
・
統
制
下
に
Jd

か
れ
た
。
い
わ
ば
、

官
製
紙
業
で
あ
っ

ιー
も
の
が
多
い
中
で

一切)山初

と

L
て
日
十
く
か
ら
白

Jm

に
販
売
し
江
一
ド
と
も
百
結

L
て
い
た
の

日
」
川
祇
で
あ
る

応
舗
商
業
。
発
達
・
貨
幣
怪
湾
の
浸
透
L

一L
r
}
j
v

十
円
人
件
、
仲
間
や
十
組
問

屋
結
成
後
は

江
戸
間
七
の
紙
問
中
旬
に
十
一
川
同
ア
何
一
独
占
ー
さ

、
珍
重
さ
れ
た
紀
州

高
野
心
細
川
紙
の
代
替
口
山
に
す
り
か
え
ら
れ
て
、

問
屋
・
仲
買
人
・
紙
漉
人
の

閣
係
が
定
着
し
て
、

紙
漉
衆
は
二
重
三
重
の
収
奪
を
う
け
る
す
一
抑
切
に
立
た
さ
れ
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「
」

1

守
J

」

G

，
ー
し
W

2

4
ノー

小
川
地
一
元
開
豆
(
仲
買
衆
)

は
、
生
産
者
の
紙

一
一
十
レ
¥
干
〕

lfi一
ノ
レ
レ

江
戸
問
屋
の

勢
力
下
か
ら
践
し
て
、

独
自
の
営
業
を
心
が
け
、

中
央
問
墨
の
不
正
に
つ
い
て

主
人
保
改
革
の
ほ
ん
の
一
時
期
を
除
い
て
は
、

下
か
ら
越
税
す
る
こ
と
が
で
き
J

な
か
っ
た
。

江
戸
間
崖
指
配

再
三
訴
え
た
が
、

明
治
維
新
後
、

新
政
府
の
封
建
諸
制
度
排
除
で
、

都
市
商
人
の
ギ
ル
ド

権
を
も
つ
い
庶
仲
間
は
〈
王
〈
百
{
疋
さ
れ
た
こ
と
で
、

小
川
紙
の
一
地
元
商
人

κよ
る

Jh
由
販
売
は
可
能

在
っ
た
が

氷
片
十
一
ー
に
わ
た
る
慣
習

Jrhぬ
け
る
た
め
に
は

し
ば
ら
く
を
要
一
、

地
一
花
問
忠
一
(
仲
宍
衆
)
が
、

生
産
者
の
紙
混
血
水
と
共
同
し

そ
の
実
が
結
八
で

小
川
製
紙
改
良
組
合
が
組
織
さ
れ
た
の
が
明
治
二
七
年
で

J

下りる
L

と
こ
子
、
は
じ
め
て
地
元
問
屋
が
販
売
権
を
獲
得
し
た
の
で
あ
る
。

販
売
権
此
淀
川
行
伎
は
、

共
闘
し
た
生
産
者
と
の
協
力
も
ま
ま
に
を
ら
ず
、

四




